
はい
どちらとも
いえない いいえ ご意見 ご意見を踏まえた対応

1 6

2 4 2

3 4 2

＊未確認 令和６年度緊急対応マ
ニュアルに付記させて
いただきます。

4 5

〇計画書がとてもわか
りやすい。

アセスメントンの折り
に、多くの保護者さま
から具体的なお話をい
ただくことができ、計画
書もまた具体的に仕上
げることができます。い
つもご協力をいただ
き、どうもありがとうご
ざいます。

5 6

〇工夫が見られ、とて
も楽しんでいる。

事前の「集団支援計画
予定表」をもとに支援
を進めています。さら
に、折々の活動の様子
から、その後の支援内
容を検討。よりお子さ
ま方や事業j所の実態
に合った支援を進めて
います。よりよい支援
内容に向けて、毎回の
利用記録をご高覧いた
だき、ご意見やご感想
をいただけたら幸いに
存じます。

6 1 2 3
＊コロナなので承知し
ています。
＊未確認

アセスメントの折りなど
に、ときおり保護者の
ご希望を聞いています
が、他機関との交流を
望む声は今のところ、
聞かれません。今後も
同様のお問い合わせ
を継続しながら、保護
者のお声を大切にして
まいります。

7 6

8 6

9 4 2

環
境
・
体
制
整
備

保
護
者
へ
の
説
明
責
任
等

適
切
な
支
援
の
提
供

支援の内容、利用者負担等について丁寧
な説明がなされたか

チェック項目

事業所の設備等は、スロープや手すりの
設置などバリアフリー化の配置が適切に
なされているか

放課後児童クラブや児童館との交流や、
障害のない子どもと活動する機会がある
か

➋活動プログラムが固定しないよう工夫さ
れているか

子どもと保護者のニーズや課題が客観的
に分析された上で、➊放課後等デイサー
ビス計画が作成されているか

子どもの活動等のスペースが十分に確保
されているか

職員の配置数や専門性は適切であるか

放課後等デイサービス自己評価表【保護者様用　集計結果（令和５年）】

公表：令和6年2月20日　　　アンケート期間：令和５年１２月１９日～令和６年１月９日

保護者に対しての面談や、育児に関する
助言等の支援が行われているか

日頃から子どもの状況を保護者と伝え合
い、子どもの発達の状況や課題について
共通理解ができているか



10 1 5

コロナなので承知して
います。

今のところ、開催予定
はありませんが、ご希
望の保護者がみえれ
ばご遠慮なく、、お声
かけいただけたら

11 6

12 6

13 6

14 3 2 1

△他のお友だちの名
前の入った裏紙を何度
か見ています。

15 2 2 2

主に「週末利用」なの
でわかりません。

利用者様には「月１回」
の「ＳＳＴ（避難訓練）」
で、災害への意識向上
と迅速な行動を支援し
ています。その様子は
その都度「連絡帳」で
報告させていただいて
おりますが、懸念の声
もいただいており、今
後は定期的に「保護者
向け公文書」を提供さ
せていただきます。

16 2 2 2

〇毎回楽しみにしてい
ます。
＊主に「週末利用」な
のでわかりません。

「災害は忘れたころに
やってくる」を合言葉
に、職員は折りに触
れ、研修等で「非常災
害時」の支援のあり方
を交流しています。「集
団支援」の際は、「反
復内容」とともに、少し
ずつバージョンアップし
て、施設としての防災
意識の向上に努めて
います。

17 6

〇活動内容により、意
欲にムラがあるが、お
出かけ行事や料理、お
買い物体験などの興
味のある活動を楽しみ
にしている。最近は「み
かん狩り」「トヨタ博物
館」に行けて、とてもう
れしかったようです。

変化に富む「施設外活
動」への根強い人気に
応え、行き先を少しず
つ広げてきましたが、
その多くが保護者様の
さらなるご支持をいた
だいています。さらに、
「施設内」においても、
より多くの魅力ある支
援や活動ができるよう
に、職員の研修を進め
てまいります。

18 6

〇毎日の支援内容が
固定化されておらず、
いろいろなことを経験
できるので満足してい
る。休日はお出かけ行
事が多く、自然の中で
遊んだり、大きな公園
で思い切り遊んでいる
姿も日々の活動記録
からわかり、うれしい。

個々のニーズに沿った
「個別支援」、支援内
容はもちろん、集団の
中の一員としてのルー
ルやマナーの定着も
図っていく「集団支
援」。そのどちらも、多
様な個性が集う施設内
では試行錯誤の連続
ですが、保護者の方々
のご意見とご理解もい
ただきながら、今後とも
微力を尽くしてまいりま
す。

保
護
者
へ
の
説
明
責
任
等

定期的に会報やホームページ等で、活動
概要や行事予定、連絡体制等の情報や業
務に関する自己評価の結果を子どもや保
護者に対して発信されているか

個人情報の取扱いに十分注意しているか

➋　事業所の日々の支援の中で、一定の目的を持って行われる個々の活動のこと。子どもの障害
の特性や課題、平日／休日/長期休暇の別等に応じて柔軟に組み合わせて実施されることが想定
されている。

非
常
時
等
の
対
応

満
足
度

子どもは通所を楽しみにしているか

事業所の支援に満足しているか

緊急対応マニュアル、防犯マニュアル、感
染症対応マニュアルなどを策定し、保護者
に周知・説明されているか。また、発生を
想定した訓練が実施されているか

非常災害の発生に備え、定期的に避難、
救出、その他必要な訓練が行われている
か

➊　放課後等デイサービスを利用する個々の子どもについて、その有する能力、置かれている環境
や日常生活全般の状況に関するアセスメントを通じて、総合的な支援目標及び達成時期、生活全
般の質を向上させるための課題、 支援の具体的内容、支援を提供する上での留意事項などを記
載する計画のこと。放課後等デイサービス事業所の児童発達支援管理責任者が作成する。

子どもや保護者からの相談や申し入れに
ついて、対応の体制が整備されているとと
もに、子どもや保護者に周知・説明され、
相談や申し入れをした際に迅速かつ適切
に対応されているか

父母の会の活動の支援や、保護者会等の
開催等により保護者同士の連携が支援さ
れているか

子どもや保護者との意思の疎通や情報伝
達のための配慮がなされているか



はい どちらとも
いえない いいえ 現在の課題

1 11 1

適切である。折々の状況により、支援内容
に合わせ、スペースを計画的に活用してい
けば、支援の流れもさらにスムーズになる
と考える。病気や怪我等の際は、個室を適
宜活用しているが、職員間でその使用判断
に違いが出ることがあるので、管理の流れ
を今一度確認したい。

2 10 1 1

「欠勤職員」「当日利用者」の増減で、時
間帯により、現場が厳しくなる場合はある
が、配置数は適切である。日常の支援内容
の見直しや、各職員の能力や資質の向上を
図り、臨機応変な対応に備えたい。
△少ない時、多い時の差が激しい。

3 9 3

フロアはバリアフリー化されており、転倒
防止のための「マット敷設空間」も確保。
一方、教室間の自由な行き来、テンション
の上がりすぎた利用者による過度な移動が
ときおり見られるので、利用者には各部屋
の適切な使い方を随時教えている。

4 7 5

月によっては、職員が一堂に会してミィー
ティングを実施することが難しいことが
あった。各職員の「支援者」としての基本
的資質を伸長し、「支援内容」の充実を図
るために、「集団支援企画書」による支援
目標、支援内容の共通理解を図ってきた
が、十分に活用できているとはいえず、
「ＰＤＳＡサイクル」定着にはまだまだ課
題がある。
〇定期的にミィーティングしている。

5 5 7

「一斉アンケート」を実施したことはない
が、「モニタリング」から「個別支援計画
作成」までの過程を充実させ、個々の利用
者と保護者の意向に最大限配慮した個別支
援計画に落とし込んでいる。三度目の試み
となった「本評価表」では、保護者の声も
より具体的に届いており、その期待に応え
られるように、今後の支援の方向、事業所
のありようを検討したい。

6 6 3 3

保護者用、事業所用ともに集計が終わり次
第、事業所の意向を明確にして、毎年「こ
ぱんはうす本部ＨＰ」において公開してい
る。

7 7 4 1

開所から３年が過ぎ、日々の支援の流れが
定着した今こそ、その成果と課題を客観的
に評価すべき時期にあると感じる。各職員
の見識をもとに、具体的な事実に基づく
「内部評価」はもちろん、識者も交えた
「外部評価」も必要であり、委託すべき外
部機関を早急に探りたい。

8 5 6 1

十分とはいえない。研修の有無にかかわら
ず、児発菅より月２回の「研修資料」を提
案。全職員に回覧し、「支援者としての基
本的資質」「支援内容の基礎基本」にかか
わる提案を実施している。「事例研究会」
などの実践的なフィードバックは今後の最
大の課題である。

9 9 3

アセスメントでは、多くの保護者から具体
的なお話をいただいている。施設内におけ
る利用者の様子も共感的に受け止められ、
真摯なご意見やご質問をいただくことが多
い。ほとんどの保護者に「継続利用」をい
ただいており、アセスメントのたびに、保
護者と施設とのニーズが合致することも少
なくない。今後も個々のストレングスへの
アプローチを第一に、より多くのニーズを
引き出せる支援を工夫したい。

10 9 3

「特性確認シートⅠ（社会性）」「特性確
認シートⅡ（コミュニケーション）」「特
性確認シートⅢ（想像力＆感覚）」をアセ
スメントツールとして使用。個々の特性を
分析するとともに、多くの利用者の持つ特
性を客観的に分析。個別支援はもちろん、
集団支援にも活用している。

適
切
な
支
援
の
提
供

アセスメントを適切に行い、子どもと保護
者のニーズや課題を客観的に分析した上
で、放課後等デイサービス計画を作成して
いるか

子どもの適応行動の状況を図るために、
標準化されたアセスメントツールを使用し
ているか

業
務
改
善

業務改善を進めるための PDCA サイクル
（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画
しているか

保護者等向け評価表を活用する等により
アンケート調査を実施して保護者等の意
向等を把握し、業務改善につなげている
か

この自己評価の結果を、事業所の会報や
ホームページ等で公開しているか

第三者による外部評価を行い、評価結果
を業務改善につなげているか

職員の資質の向上を行うために、研修の
機会を確保しているか

放課後等デイサービス自己評価表　【事業者用　集計結果】

公表：令和6年2月20日　　　アンケート期間：令和５年１２月１９日～令和６年１月９日

チェック項目

環
境
・
体
制
整
備

利用定員が指導訓練室等スペースとの関
係で適切であるか

職員の配置数は適切であるか

事業所の設備等について、バリアフリー化
の配置が適切になされているか



11 9 3

月末に管理者の指導の下、翌月の「集団支
援担当者」を決定。担当者とそれをアシス
トする支援者が中心となり、個々の集団支
援を立案している。実際の支援において
は、活動がスムーズに進行できるように、
非常勤職員も含め、全職員が現場の状況や
変化に機敏に反応できている。
〇社員とアルバイトで考えている。

12 12

「週末」は保護者のニーズが高い「施設外
活動（お出かけ行事）」と「おやつづく
り」を交互に実施。「平日」は「オーナメ
ント」「カレンダー」など「制作系定番活
動」をベースに、「運動系」「レクリエー
ション系」「学習支援」などの活動をバラ
ンスよく設定している。
〇新しいものを増やして、楽しめるように
している。

13 10 1

前月に企画した「集団支援予定表」に沿っ
て、日々の課題を確認しながら、支援を進
めている。休日と長期休暇は、平日の支援
内容に加え、個々の学校課題に時間をかけ
て対応。平日の学習支援で十分に支援が行
き届かない学習内容を確認したり、「日
記」「工作」のような長期休暇独自の課題
を深めることもある。
〇季節や休みに応じて、対応済み。

14 10 1

来室直後、トイレ休憩後に個別の「学習支
援（学校の宿題）」を済ませた後、おや
つ、ウォームアップの「ルーティン活動
（エクササイズ＆ダンシング、頭の体
操）」と一連の流れが習慣化している。
「集団支援」は「レギュラー活動」と「イ
ベント活動」に大別されるが、毎回の利用
者の状況をもとに、より適切な支援内容を
提供している。一方、開所３年目を迎え、
個々の利用者のストレングス、保護者の
ニーズがかなりはっきりし、それが「個別
支援計画」に具体的に落とし込まれている
ことを考慮すると、今後は「個別支援」の
充実を図る必要があるとも感じている。

15 9 4

担当者がホワイトボードに、当日の「支援
内容」「支援目標」「支援の流れ」を毎回
掲示している。「施設外活動」において
は、「送迎車内」の「職員＆利用者配置」
について、事前にホワイトボードに例示。
ときおり、当日の利用者の状況による留意
点も確認しながら、安全上、最大の配慮を
している。

16 6 5 1

支援修了後は送迎の関係で、職員全員によ
る打ち合わせは難しい。とくに担当者が、
次回の支援の改善に向け、成果と課題をま
とめるように努めている。
〇HUG（連絡帳＆日報）の記録で共有して
いる。

17 8 3 1

LINE、HUG、ブログを活用した日々の支援
記録を職員間で共有している。主な集団支
援については、児発菅が前述の「特性確認
シート（Ⅰ～Ⅲ）」を踏まえながら、活動
中の個々の興味関心、意欲や能力の高まり
などを、ノートに記録。アセスメントの折
りは、保護者に適宜紹介するとともに、質
疑応答などをもとに、「個別支援計画」を
練り直している。
〇HUG（連絡帳）の記録で共有している。

18 11 1

保護者の意向を尊重しながら、ほとんどの
利用者は「６か月に１回」のモニタリング
を実施している。更新月を迎える利用者が
多い月は、保護者のご了解を得て、モニタ
リング時期を前後させるなど、全利用者の
モニタリングの質を確保するために万全を
期している。

19 10 2

モニタリングの際、施設が提供する主な
「基本活動」について毎回紹介している。
保護者から新たなニーズが出る場合もある
が、個々の意欲や能力の高まりを、他の活
動に転化することは難しい場合もあり、基
本活動を組み合わせた支援はなかなか進め
られていない。

20 9 3

各職員の目（≒見識）で日々子どもの状況
を把握し、支援を進めているが、職員間に
は知識と経験のちがいが少なからずあり、
最もふさわしい者が常に参画できていると
は限らない。

21 9 2

保護者を通じて、各学校の「月間予定表」
「学校だより」などをいただいている。利
用に際しては、送迎担当者を通じ、利用者
のその日の状況などを細かく連絡をいただ
けることも多い。とくに体調不良や怪我な
どについては、その都度適切な連絡や対応
をしていただき、当日の支援や指導の一助
としている
〇送迎時などに様子を伝えている。トラブ
ルは発生時は学校への電話連絡を行ってい
る。
〇対応がしっかりできている。

22 3 8 1

令和５年現在、医療ケアを必要とする利用
者が在籍しておらず、連絡体制は確立して
いない。受け入れる場合は、現在の利用者
の状況も鑑み、保護者のご意向を汲んで、
適切な連絡体制を整えたい。
＊対象の方はいないが、必要が出た場合
は、体制を整えていく。

定期的にモニタリングを行い、放課後等デ
イサービス計画の見直しの必要性を判断
しているか

ガイドラインの総則の基本活動を複数組
み合わせて支援を行っているか

関
係
機
関
や
保
護
者
と
の
連
携

障害児相談支援事業所のサービス担当
者会議にその子どもの状況に精通した最
もふさわしい者が参画しているか

学校との情報共有（年間計画・行事予定
等の交換、子どもの下校時刻の確認等）、
連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時
の連絡）を適切に行っているか

医療的ケアが必要な子どもや重症心身障
害のある子どもを受け入れる場合は、子ど
もの主治医や協力医療機関等と連絡体制
を整えているか

適
切
な
支
援
の
提
供

活動プログラムの立案をチームで行って
いるか

活動プログラムが固定化しないよう工夫し
ているか

平日、休日、長期休暇に応じて、課題をき
め細やかに設定して支援しているか

子どもの状況に応じて、個別活動と集団
活動を適宜組み合わせて放課後等デイ
サービス計画を作成しているか

支援開始前には職員間で必ず打合せを
し、その日行われる支援の内容や役割分
担について確認しているか

支援終了後には、職員間で必ず打合せを
し、その日行われた支援の振り返りを行
い､気付いた点等を共有しているか

日々の支援に関して正しく記録をとること
を徹底し、支援の検証・改善につなげてい
るか



23 9 3

今春に小学校入学を迎え、児童発達支援か
ら放課後等デイサービスに移行した利用者
は２名いるが、個々の就学前の園との情報
共有は、それを機に途切れている。一方、
ある利用者の相談支援事業所は、更新月は
もちろん、折々に利用者の状況把握のため
の電話連絡と来訪があり、来訪当日はその
日の実態はもちろん、日常的な実態を交え
た情報共有ができている。

24 9 3

令和５年現在、利用者に卒業実績がない。
卒業を視野に入れ、「モニタリング」から
「個別支援計画」に至る過程はもちろん、
日常的な支援記録を充実させ、有益な情報
提供に寄与したい。

25 7 4 1

相談支援事業所を中心に、電話や来訪によ
る助言を定期的にいただいている。とりわ
け、複数の利用者を担当していただいてい
るいくつかの事業所からは、参考となるご
意見やご指摘をいただくことが多く、「個
別支援計画」を立てる際の確かな情報源と
している。

26 2 1 9

機会がない。コロナを取り巻く状況は大き
く変わったが、保護者のニーズ等を考慮す
ると、今のところ、積極的な交流は考えて
いない。
〇屋外活動において、交流する機会を設け
ている。

27 2 3 7
参加できていない。機会をとらえ、参加を
検討したい。

28 10 2

利用日には HUG、LINE を通じ、写真とコ
メントによる利用状況を提供。利用者のよ
さと課題について共通理解を図っている。
さらに、折々にブログを更新し、事業所と
しての支援の状況をありのままに伝え、利
用者の保護者はもちろん、折々には利用を
希望する保護者や一般の読者からの反響も
感じている。

29 6 5 1

十分にできているとはいえず、保護者から
も実施を希望する声を聞くことがある。ア
セスメントの際は、現在の保護者の育児や
悩みを確認しながら、事業所内における具
体的な事例も交え、よりよい支援の仕方を
共に考えている。

30 10 2

利用希望者には原則「無料体験プレ教室」
で事業所や他利用者の雰囲気を感じていた
だき、ご利用を検討していただいている。
アセスメント後は、事業所運営については
「サービス管理責任者」が、支援内容につ
いては「児童発達支援管理責任者」がそれ
ぞれ詳細に説明。十分にご理解をいただい
た上で、ご利用をお願いしている。

31 11 1

事業所として、すべての保護者とLINEによ
る相談体制が確立。電話やメールによる相
談にも適宜対応。折々の保護者の声をでき
るだけ吸い上げられるように努めている。

32 3 1 8

土日開所を実施してるため、父母の会の時
間を捻出することは難しい状況にある。保
護者の声を集約するプラットホームとし
て、Zoom などを適宜活用することを検討
したい。

33 10 1 1

利用時のトラブル等は必ず保護者にその経
緯と対応を伝えている。今年度は「ヒヤリ
ハット」にまとめた事例はもちろん、新規
利用者に伴う利用者間のトラブル等も多
く、児発菅は後々の責任（説明責任＆結果
責任）を心がけ、そうした事例を毎回記
録。アセスメント等で保護者から説明を求
められた際は、誠実に対応している。
△保護者、子どもからの苦情について解決
がされていないため、子どもから時々悩み
を聞いています。

34 9 2

「リタリコナビ」によるブログ発信は、利
用者とその保護者からの好評を博すととも
に、新規利用希望者には、それを事業所選
択の一つの理由に上げている保護者も多
い。個々のアセスメントやモニタリングの
際は、話し合いを進める題材となることも
多く、職員間では支援内容のフィードバッ
クの一助にもなっている。

35 10 2

保護者連絡のための写真撮影、および、文
書作成はすべて社内スマホ、もしくは、社
内パソコンで行っている。折々のミィー
ティングでは、「守秘義務」への喚起をす
るとともに、書類については、管理はもち
ろん、書庫の施錠の管理に至るまで、万全
を期している。

36 10 2

他利用者とのトラブル等で気持ちが昂った
り、思うようにならないことがあり、落ち
つかない利用者がいた場合、部屋を改める
ようにしている。一方、そうした状況に対
する職員間の受け止め方は千差万別であ
り、また、職員の言動がそうした状況の誘
因になっている場合もあり、支援や伝達に
対する配慮の大切さを痛感している。

37 6 1 5

以前、近隣の「こども園」から来室してい
る利用者があり、そこに勤務する職員のみ
なさんと笑顔であいさつを交わすなど、地
道な交流ができていたが、年度が替わって
以降、地域とのふれあいの場はほとんど持
てていない。

障害のある子どもや保護者との意思の疎
通や情報伝達のための配慮をしているか

事業所の行事に地域住民を招待する等地
域に開かれた事業運営を図っているか

(地域自立支援）協議会等へ積極的に参
加しているか

日頃から子どもの状況を保護者と伝え合
い、子どもの発達の状況や課題について
共通理解を持っているか

保護者の対応力の向上を図る観点から、
保護者に対してペアレント･トレーニング等
の支援を行っているか

保
護
者
へ
の
説
明
等

運営規程、支援の内容、利用者負担等に
ついて丁寧な説明を行っているか

保護者からの子育ての悩み等に対する相
談に適切に応じ、必要な助言と支援を行っ
ているか

父母の会の活動を支援したり、保護者会
等を開催する等により、保護者同士の連
携を支援しているか

子どもや保護者からの苦情について、対
応の体制を整備するとともに、子どもや保
護者に周知し、苦情があった場合に迅速
かつ適切に対応しているか

定期的に会報等を発行し、活動概要や行
事予定、連絡体制等の情報を子どもや保
護者に対して発信しているか

個人情報に十分注意しているか

関
係
機
関
や
保
護
者
と
の
連
携

就学前に利用していた保育園や幼稚園、
認定こども園、児童発達支援事業所等と
の間で情報共有と相互理解に努めている
か

学校を卒業し、放課後等デイサービス事
業所から障害福祉サービス事業所等へ移
行する場合、それまでの支援内容等の情
報を提供する等しているか

児童発達支援センターや発達障害者支援
センター等の専門機関と連携し、助言や研
修を受けているか

放課後児童クラブや児童館との交流や、
障害のない子どもと活動する機会がある
か



38 7 3 2

令和５年は晩夏以降、施設内でインフルエ
ンザが時間差で流行し、保護者の感染症へ
の問い合わせが増加。わが子が「感染源」
にならないように、早目の欠席を決められ
る保護者もあった。一方、園や学校のイン
フルエンザの状況と家庭の事情から、「感
染症対応マニュアル」を希望された保護者
もあり、その声も反映したマニュアルを策
定。職員と保護者に周知することができ
た。

39 9 2 1

月１回の「ＳＳＴ」で、「火災」「地震」
「水害」に対応した「避難訓練」を実施。
令和５年は「避難経路に潜む危険」「避難
所生活の様子」なども、映像やクイズで確
認。より幅広い避難学習が実施できた。今
後は訓練を通じ、生命の大切さ等にも切り
込んでいきたい。

40 8 4

管理者を中心に、リタリコナビの「オンラ
イン虐待防止講座」に計画的に参加。その
内容を職員間で共有し、その後の研修の基
礎としている。事業所の事例研は十分とは
いえないが、折々の利用者への言動で気に
かかることがあれば、相互に確認し合って
いる。

40 8 4

服薬等の支援は、来所時に薬を一括管理。
昼食前に「担当者」から、「服薬支援」
「服薬完了の見届け」を、口頭と連絡黒板
で全体確認。服薬を確実に行っている。既
往症等については、アセスメントシートに
その経緯を確実に記載し、カンファレンス
で折りに触れて確認。毎回のアセスメント
で保護者にヒアリングを行い、必要な情報
は職員間で共通理解している。
＊動画視聴している。

41 8 4

管理者を中心に、リタリコナビの「オンラ
イン虐待防止講座」に計画的に参加。その
内容を職員間で共有し、その後の研修の基
礎としている。事業所の事例研は十分とは
いえないが、折々の利用者への言動で気に
かかることがあれば、相互に確認し合って
いる。

41 9 3

今のところ、身体拘束を伴う対応を迫られ
る事例がなく、細かな基準までは設定でき
ていない。今後、職員個々の勝手な判断が
先行しないように、管理者の原案の下、職
員間で検討していきたい。

42 11 1

毎回のアセスメントで得た「食物アレル
ギー」「食習慣」に関する情報は確実に更
新し、共有。何らかの変化があった場合
は、保護者に問い合わせ、以降の支援への
言質をいただいている。

43 11 1

令和５年は「事故・事件報告書（事業所→
岐阜市）」が２件。内１件は救急搬送を伴
う事例であり、施設としては、その前後の
支援や対応について問われた。そうした経
緯を受け、その後は「予防的観点」から、
児発菅が自身の気になる事例はできるだけ
「ヒヤリハット」に上げ、事業所内で共有
している。しかし、情報共有はするもの
の、「類似事例」が起こることがあり、職
員間の「危機意識」の温度差は少なからず
あると感じる。
＊文書は一読後、サイン。職員全員に情報
が行き渡っている。

ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で
共有しているか

非
常
時
等
の
対
応

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、
感染症対応マニュアルを策定し、職員や
保護者に周知しているか

非常災害の発生に備え、定期的に避難、
救出その他必要な訓練を行っているか

虐待を防止するため、職員の研修機会を
確保する等、適切な対応をしているか

事前に、服薬や予防接種、てんかん発作
等の子どもの状況を確認しているか

虐待を防止するため、職員の研修機会を
確保する等、適切な対応をしているか

どのような場合にやむを得ず身体拘束を
行うかについて、組織的に決定し、子ども
や保護者に事前に十分に説明し了解を得
た上で、放課後等デイサービス計画に記
載しているか

食物アレルギーのある子どもについて、医
師の指示書に基づく対応がされているか


